平成１７年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築施工 〕

【ＮＯ．１】

　下に示すネットワーク工程表に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　この工事全体は、最短22日で終了する。
　２　B作業の所要日数が1日減少すると、この工事全体の作業日数は、1日減少する。
　３　C作業の所要日数が4日増加すると、この工事全体の作業日数は、3日増加する。
　４　D作業の所要日数が3日減少すると、この工事全体の作業日数は、2日減少する。
　５　E作業の所要日数が3日増加すると、この工事全体の作業日数は、1日増加する。
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【ＮＯ．２】

　工事現場の安全確保に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　墜落の危険のある箇所に、高さ95cmの手摺を設けたが、作業場やむを得なかったので、必要な

　　　部分を限って臨時にこれを取り外した。
　２　高さ2mの作業場所から不要な資材を投下する場合、資材が飛散するおそれがなかったので、

　　　投下設備を設けずに行った。
　３　建築足場の登り桟橋の高さが2.1mの場合、その勾配を35度とした。
　４　移動はしごは、幅30cmの丈夫な構造とし、すべり止め装置を取り付けた。
　５　高さ1.5mを超える箇所における作業については、安全に昇降するための設備を設けた。
【ＮＯ．３】

　建築等の工事現場から排出される次の廃棄物のうち、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づく特別管理産業廃棄物に該当するものはどれか。
　１　住宅の新築工事に伴って生じた資材の梱包紙の紙くず
　２　工作物の除却工事に伴って生じたガラスくず
　３　住宅の改装工事に伴って取り外した木製の戸
　４　事務所の改築工事に伴って取り外したPCB(ポリ塩化ビフェニル)が使用されている電気機器
　５　擁壁の地業工事に伴って生じた汚泥
【ＮＯ．４】

土工事及び地業工事に関する次の用語の組合せのうち、最も不適当なものはどれか。
　１　掘　削　　　　　　　　…　バックホー
　２　山留め　　　　　　　　…　鋼矢板
　３　排　水　　　　　　　　…　ディープウェル工法
　４　杭地業　　　　　　　　…　バイブロハンマー
　５　捨てコンクリート地業　…　ソイルセメント
【ＮＯ．５】

　仮設工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ベンチマークは、コンクリート杭を用いて移動しないように設置し、その周囲に養生を行った。
　２　高さ2mの作業構台において、作業床の床材間の隙間を3cm以下となるようにした。
　３　単管足場の組立てに当たって、建地の脚部にベース金具を用い、土の上に直接建てた。
　４　仮設工事計画は、施工者が作成し、工事監理者の承認を受けて実施した。
　５　はしご道のほしどの上端は、床から70cm突出させた。
【ＮＯ．６】

　鉄筋コンクリートにおける鉄筋の加工・組立てに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　あばら筋を加工するに当たり、見込んでおくべきかぷら厚さは、必要な最小かぶり厚さに施工

　　　誤差10mmを加えた数値を標準とした。
　２　粗骨材の最大寸法が20mmである普通コンクリートを用いるので、柱の主筋D22の鉄筋相互の

　　　あきを40mmとした。
　３　柱の配筋後、主筋の交差部の要所において、常温の状態で点付け溶接を行った。
　４　帯筋のフックの位置は、直近の帯筋のフックと同じ位置とならないようにした。
　５　鉄筋組立ての結束線は、径0.8mmのなをまし鉄線を使用し、その端部は内側に折り曲げた。
【ＮＯ．７】

　鉄筋コンクリート工事における鉄筋の継手・定着に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　柱主筋をガス圧接継手とし、隣り合う主筋の継手は、同じ位置とならないように500mmずらし

　　　た。
　２　フックのある場合の重ね継手の長さには、末端のフック部分の長さを含めなかった。
　３　梁主筋は、異形鉄筋を用いて重ね継手とし、出隅部分の主筋の末端にフックを設けた。
　４　大梁上端筋のガス圧接継手の中心位置は、梁端から梁の中央に向かって、柱の躯体表面から

　　　大ばりの内法長さの１／５以内とした。
　５　柱主筋のガス圧接継手の中心位置は、はり上端から上方に向かって、500mm以上、1,500mm以下、

　　　かつ、柱の内法高さの３／４以下とした。
【ＮＯ．８】

　コンクリートの打込み、締固めに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートの練混ぜ開始から打込み終了までの時間は、外気温が30℃であったので、120分

　　　以内とした。
　２　コンクリートの圧送に先立ち、コングリートの品質の変化を防止するために、富調合のモルタ

　　　ルを圧送した。
　３　梁のコンクリートは、壁及び柱のコンクリートの沈みが落ち着いた後に打ち込み、スラブの

　　　コンクリートは、梁のコンクリートが落ち着いた後に打ち込んだ。
　４　コンクリート棒形振動機を用いて締め固める場合、打込み各層ごとに、その下層に振動機の

　　　先端が入るようにして加振した。
　５　スラブのコンクリートは、打込み後に表面の荒均しを行い、凝結が終了する前にタンピングを

　　　行った。
【ＮＯ．９】

　コンクリート打込み後の養生及び補修に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリート打込み後、セメントの水和熱により柱断面の中心部の温度が外気温より25℃以上

　　　高くなるおぞれがあったので、温度応力による悪影響が生じないような養生を行った。
　２　普通ポルトランドセメントを用いたコンクリート打込み後の湿潤養生期間を、3日間とした。
　３　寒冷期の工事であったので、コンクリートを寒気から保護し、打込み後5日間にわたって、

　　　コンクリートの温度を2℃以上に保った。
　４　スラブのコンクリート打込み後、24時間以上が経過したので、振動を与えないように注意して、

　　　そのスラブ上での墨出し作業を行った。
　５　せき板の取外し後に軽微なじゃんががあったので、不良部分をはつり、水洗いの後に、木ごて

　　　等を使用して硬練りモルタルを塗り込んだ。
【ＮＯ．１０】

　型枠工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　スラブ用の捨て型枠として、フラットデッキを用いた。
　２　せき板として用いるコンクリート型枠用合板の厚さは、特記がなかったので、12mmとした。
　３　支柱として用いるパイプサポートは、2本継ぎまでとした。
　４　柱及び壁のせき板は、コンクリートの圧縮強度が5N/mm2に達したことを確認した後に、取り外

　　　した。
　５　木製のせき板には、コンクリートの硬化不良を防ぐために、長期間、直射日光で乾燥させた

　　　ものを使用した。
【ＮＯ．１１】

　鉄骨工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　溶接は、ジグ(治具)を用いて、下向きの姿勢で行った。
　２　作業場所の温度が－7℃であったので、溶接開始に先立ち、溶接部及び周辺部を加熱してから

　　　溶接を行った。
　３　完全溶込み溶接における余盛は、母材表面から滑らかに連続する形状とした。
　４　吸湿の疑いのある溶接棒は、再乾燥させてから使用した。
　５　完全溶込み溶接において、溶接部の始端部及び終端部に動静エンドタブを用いた。
【ＮＯ．１２】

　補強コンクリートブロック造工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　壁鉄筋のかぶり厚さは、ブロックのフェイスシェルの厚さを含めた厚さとした。
　２　直交壁のない耐力壁の横筋の端部については、180゜フックとし、壁端部の縦筋にかぎ掛けと

　　　した。
　３　高さ2.Omの補強コンクリートブロック造の塀において、長さ3.4mごとに控壁を設けた。
　４　縦目地空洞部には、ブロック2段ごとにモルタルを充填した。
　５　ブロック積みに先立ち、モルタルと接するブロック面に適度な水湿しを行った。
【ＮＯ．１３】

　木工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　木材の防腐処理において、防腐剤は、環境に配慮した表面処理用防腐剤を使用し、2回塗りと

　　　した。
　２　窓、出入口等の水掛り部で、乾きにくい部分に使用する木材は、ひのき(心材)とした。
　３　土台に使用する木材については、継伸しの都合上、やむを得ず短材を使用する必要があったの

　　　で、その長さをlmとした。
　４　厚さ15mmの板材の留付けに、胴部径2.15mm、長さ38mmの釘を使用した。
　５　大引の継手は、その位置を床束心とし、腰掛けあり継ぎ、釘2本打ちとした。
【ＮＯ．１４】

　防水工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　アスファルト防水工事において、防水層の下地の入隅部分については、半径50mmの丸面に仕上

　　　げた。
　２　塩化ビニル樹脂系シートを用いた防水工事において、平場のシートの接合幅を40mmとした。
　３　屋根のアスファルト防水工事において、保護コンクリートに設ける伸縮調整目地のパラペット

　　　に最も近い目地は、パラペットの立上りの仕上げ面から1.5mの位置に設けた。
　４　外壁のコンクリートと鋼製建具枠との取合い部分に、変成シリコーン系シーリング材を用いた。
　５　アスファルト防水層を貫通する配管まわりには、防水層の最下層及び最上層に網状アスファル

　　　トルーフィングを増張りした。
【ＮＯ．１５】

　コンクリートを下地とした左官工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　外壁のセメントモルタル塗りにおいて、下塗りには、上塗りよりも荒めの砂を用いた富調合の

　　　モルタルを使用した。
　２　セメントモルタル塗りにおいて、1回に練り混ぜるモルタルの量は、60分以内に使い切れる量

　　　とした。
　３　せっこうプラスター塗りにおいて、塗り作業中は、甚だしい通風は避けた。
　４　屋内の床面のセルフレベリング材塗りにおいて、流し込み後、硬化するまでの間は、窓や開口

　　　部を開けて通風を確保した。
　５　内壁のセメントモルタル塗りにおいて、一般塗装の下地面とする場合は、金ごて仕上げとした。
【ＮＯ．１６】

　陶磁器質タイル張り工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　外壁のタイル張り工事において、タイル張り面の伸縮調整目地は、下地モルタル面の伸縮調整

　　　目地と同じ位置とならないようにした。
　２　外壁のタイル張り工事において、二丁掛けタイルの目地寸法を8mmとした。
　３　屋内の一般床タイルの張付けにおいて、モルタルの調合は、容積比でセメント1:砂2とした。
　４　夏期における外壁のタイル張り工事において、張付け後の施工面は、直射日光が当たらない

　　　ように、シートで養生した。
　５　外壁のタイル張り工事において、タイルは、磁器質で耐凍害性に優れたものとし、密着張り

　　　工法により張り付けた。
【ＮＯ．１７】

　室内の塗装工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　夏期におけるコンクリート面への塗装に当たって、素地の乾燥期間の目安を3週間とした。
　２　モルタル面は、アクリル樹脂系非水分散形塗料塗りとした。
　３　シーリング面の塗装仕上げにおいて、シーリング材の乾燥を防止するために、シーリング材を

　　　充填した後、直ちに塗装を行った。
　４　せっこうボード面は、合成樹脂エマルション模様塗料塗りとした。
　５　手摺等の木部は、ウレタン樹脂ワニス塗りとした。
【ＮＯ．１８】

　建具・ガラス工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　グレイジングチャンネルを厚さ6mmのフロート板ガラスに巻き付けるに当たって、継目は上辺

　　　中央とし、かつ、隙間が生じないようにした。
　２　屋外に面して複層ガラスをはあ込む場合、下端のガラス溝に径6mmの水抜き孔を3箇所設けた。
　３　無色透明な板ガラスのはめ込み後、衝突防止のため、板ガラスが熱割れしないことを確認の

　　　うえ、ガラス全体に薄い青色のポリエチレン樹脂系の養生フィルムを張り付けた。
　４　現場内に搬入したアルミサッシの仮置きは、変形防止のため、平積みとしないようにした。
　５　ガラスブロック積みにおいて、特記がなかったので、平積みの目地幅の寸法を4mmとした。
【ＮＯ．１９】

　内装工事又は断熱工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ニ一ドルパンチカーペットは、消防法に定める防炎性能を有するものを使用した。
　２　接着工法によりフローリングを張り付けるに当たって、エポキシ樹脂系2液形の接着剤を使用

　　　した。
　３　せっこうボードを洗面所内の天井に張り付けるに当たって、ステンレス鋼製の小ねじを使用

　　　した。
　４　天井仕上げに用いる化粧合板の切断は、化粧裏面から行った。
　５　断熱材打込み工法による外壁コンクリートの工事を行うに当たって、押出法ポリスチレンフォ

　　　ーム保温板を使用した。
【ＮＯ．２０】

　木造住宅における設備工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　雨水用の排水ますには、ますの底部に深さ10cmの泥だめを有するものを使用した。
　２　メタルラス張りの壁にスイッチボックスを設けるに当たって、スイッチボックスの周辺部分の

　　　メタルラスを切り取った。
　３　給気用ダクトの断熱被覆については、グラスウール保温材を用いて、ダクトの全長にわたって

　　　行った。
　４　浴室の洗い場の排水管には、封水深が5cmのベルトラップ(わんトラップ)を設けた。
　５　給水管には、耐熱性硬質塩化ビニル管を使用した。
【ＮＯ．２１】

　各種工事等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　解体工事において、分別解体とするため、建築設備、内装材等を手作業で取り外した。
　２　砂利地業において、所定の品質を有する再生クラッシャランを使用した。
　３　内装工事において、複合フローリングには、ホルムアルデヒドの放散量による区分が

　　　「F☆☆☆☆」のものを使用した。
　４　木造住宅の施工現場における防蟻処理において、土台や水まわり部分等の木部に、クロルピリ

　　　ホスを含有する防蟻剤を塗布した。
　５　外壁の改修工事において、コンクリートのひび割れ部分にエポキシ樹脂を注入した。
【ＮＯ．２２】

　施工機械・器具の使用に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　鉄筋のガス圧接において、鉄筋の圧接端面の処理に、グラインダーを使用した。
　２　木材の表面を平滑に仕上げるために、ルーターを使用した。
　３　3階建の建築物の鉄骨建方に、トラッククレーンを使用した。
　４　高い天井の作業に、ローリングタワーを使用した。
　５　せっこうボード下地に仕上げ用のボードを張り付けるに当たって、接着剤を主とし、タッカー

　　　によるステープルを併用した。
【ＮＯ．２３】

　積算に用いる用語に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　設計数量は、設計図書に示されている個数や設計寸法から求めた正味の数量である。
　２　所要数量は、定尺寸法による切り無駄及び施工上やむを得ない損耗を含んだ数量である。
　３　計画数量は、設計図書に示されていない施工計画等に基づいた数量である。
　４　直接工事費は、建築物を建設するために直接必要な費用で、直接仮設及び直接工事に伴う下請

　　　経費等を含んだ費用である。
　５　共通費は、共通仮設費と現場管理費とを合わせた費用であり、一般管理費は含まれない。
【ＮＯ．２４】

　建築工事の請負契約書に、建設業法上、記載を要しない事項は、次のうちどれか。
　１　主任技術者の氏名及び資格

　２　天災その他の不可抗力による損害の負担
　３　工事着手の時期及び工事完成の時期
　４　工事完成後における請負代金の支払の時期及び方法
　５　契約に関する紛争の解決方法
【ＮＯ．２５】

　測量等に使用する機器の名称Ａ～Ｄとその説明ア～エとの組合せとして、最も適当なものは、次のうちどれか。
　　　Ａ　セオトライト(トランシット)

　　　Ｂ　アリダード
　　　Ｃ　レベル
　　　Ｄ　プラニメーター
　　　ア　図面上に描かれた境界線上を測針でなぞり、測輪の回転数を読み取ることにより、

　　　　　境界線で囲まれた部分の面積を測定する機器
　　　イ　現場で測量しながら作図する平板測量で用いられ、視準線の方向を観測する装置と、

　　　　　その方向を図上に描くための定規縁を備えている機器
　　　ウ　望遠鏡により基準点と目標点をセットし、方向角、高度角を測定する機器
　　　エ　水平に据えた望遠鏡により、側点に立てた標尺(箱尺)の目盛りを読んで高低差を

　　　　　測定する機器
　　　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ

　１　　ア　　ウ　　エ　　イ

　２　　ア　　エ　　イ　　ウ

　３　　ア　　エ　　ウ　　イ

　４　　ウ　　イ　　ア　　エ

　５　　ウ　　イ　　エ　　ア
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